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(3)治水緑地周辺の浸水(内水)対策 ・・・ p30～p32
(4)ポンプ・樋門操作情報の

一元管理への取組み ・・・ p33
5 .今後の取組み ・・・ p34～p35
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１．大路川流域治水対策協議会の取組み
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日 時 間 床上浸水 床下 浸水 浸水面積

S51.９月　台風17号 187.5 40.0 112戸 253戸 153ha

S54.10月　台風20号 160.5 24.5 329戸 218戸 445ha

H10.10月　台風10号 133.5 31.0 1戸 30戸 40ha

H16.９月　台風21号 145 31.5 1戸 2戸 81ha

雨量(mm） 浸水被害

大路川では過去から幾度も浸水被害が発生
流域内の低平地に市街地が拡大、浸水危険度が増大
近年の局地的豪雨の顕在化、甚大な水害の多発

河 川

農 地

下水道

行政機関

協議会設置

学識経験者

地域関係者

「ソフト及びハードの一体的整備による、水害に強い
まちづくりの早期実現」を目指す。

Ｈ２３年度：協議会で
避難誘導体制、アクションプログラムの検討開始

S54.10月台風20号
浸水区域

大路山

○協議会設置（行政機関、学識経験者、地域関係者）
・浸水シミュレーションに基づく、避難誘導体制の検討（H23）

・ハザードマップ、気象情報を活用した避難行動の検討（H24）
・ハードの連携整備のアクションプログラム検討（H23）

○ ソフト整備： 迅速・的確な避難体制を充実させるための支援

・浸水シミュレーション、洪水監視システムの整備（H24）
・浸水規模・避難標識設置 （H25）

○ ハード整備：アクションプログラムによる事業連携による整備
・河川事業、下水道事業等の推進（継続）
・農地、ため池等の活用

地域住民からも、ハード整備の連携促進、
浸水時の安全な避難場所確保が強く要請

大路川流域内人口1980年：17,522人→2010年：35，868人 約2.0倍増加
現況の内水域の安全度は、計画73.8mm/hr(1/50)に対して、34.9mm/hr(1/2）
と整備率も低く、発達する市街地での床上浸水被害が発生する恐れが高い

平成２３年度から平成２５年度までの３ヶ年
で、河川事業の枠を越えて流域関係者が協働
し、早期な流域治水対策を実施

1.大路川流域治水対策協議会の取組み
大路川の現状
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１.大路川流域治水対策協議会の取組み（協議会規約、委員名簿）
協議会規約 協議会委員

３
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千
代

川

東大路水位観測所

（1）下流部腹付け

（2）左岸内水対策

①

②

③ ④ ⑤
⑥

⑦ ⑧

⑩

⑨

（3）右岸内水対策

(参考)（8）治水緑地整備
H24供用開始

堤防嵩上げ・腹付け 堤防嵩上げ・腹付け

洪水の調整

内水の排除

堤防の強化 河川断面の確保

• 各整備毎に、浸水解消効果が高い項目から優先的に整備を行う。

吉成水位観測所

下水道と連携

：整備完了

：早期整備
：中期整備

：長期整備

1．大路川流域治水対策協議会の取組み（ハード整備アクションプログラムの策定)
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1．大路川流域治水対策協議会の取組み(ハード整備アクションプログラムの策定)
【ハード整備アクションプログラム（平成２４年度策定）】

○効率的・効果的な施策から優先的に事業を推進し早期効果発現を図る。

事業費
※県施工分

浸水解消
戸数（戸）

3,706

河川(県)

下水道(市)

内水対策大路川右岸 下水道(市) 228

51

43

13

9

※施設整備が完了れば、約300haの住宅地や農地等の浸水被害が解消。

―

―

※当面の貯水機能拡大は困難。

253

ため池維持管理(管理者)

内水対策大路川左岸

大路川上流整備(県)

JR橋梁架替(県)

旧砂田川堤防嵩上(県)

砂田川堤防嵩上(県)

河川維持管理(県)

ハード整備ロードマップ

下流堤防腹付け整備(県)

早期
(目安として5年以内)

中期
( 目安として5～10年以内)

長期
(目安として10～20年以内)整備項目

約20億円 約12億円 約2億円

早期効果発現のため
優先的に推進する

左岸側に引き続き右
岸側の対策を推進

河川対策と同時並行で
効果的整備

最優先で事業を推進する

が用買等に時間を要する

下流腹付完了後上流対
策も効果の高いものから
優先的に推進

ため池の維持管理・点検

旧砂田川とJR橋梁
は一体的に整備

現在策定中の維持管理計画を元
に適切な維持管理・点検



《防災学習会の開催》
H24.9.2 面影地区

（参加者：１８６名）
H25.3.13 美保地区

（参加者：１１名）
H25.6.28 米里地区

（参加者：１８名）
H25.6.29 美保南地区

（参加者：９９名）
H25.7.4 美保地区

（参加者：１４名）
H25.11.18 美保地区

（参加者：２９名）

防災学習会の開催

《学習会での意見》

○水防団員の方から実際の水位
上昇が早く、迅速な避難体制が

必要との声がありました。

○学習会後に地元住民同士で、

大路川の歴史について学習され
た地区もありました。

H25.6.29 美保南地区防災学習会の状況 H25.6.28 米里地区防災学習会の状況

H25.7.4 美保地区防災学習会の状況H24.9.2 面影地区防災学習会の状況

地域の防災に対する知識と意識を向上を図るため、防災学習会を開催。

（全4地区で開催、約３５０人の参加者）

1.大路川流域治水対策協議会の取組み（避難意識の向上）

６
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避難の目安となる「流域データ図」を作成

大路川流域内降雨による
氾濫を想定

千代川水位上昇による
大路川の氾濫を想定

千代川本川の氾濫を想定

○氾濫形態と降雨規模を設定 ⇒ 上記３つのケース
○表示内容

シミュレーションによる浸水深（内水も考慮）、
公共施設の避難所（利用不可の表示）、防災無線、水位計、雨量計、
避難経路[主要道路]（通行不可の表示）、土砂警戒区域（がけ崩れ、土石流）

各地区毎の防災マップ作成を依頼

1.大路川流域治水対策協議会の取組み(避難意識の向上）



大路川吉成水位観測所等の新設

千
代
川

吉成水位観測所
の受持ち区間

【西大路橋より下流】

東大路水位観測所（既設）
の受持ち区間

【西大路橋より上流】

【H25年６月運用開始】

東大路水位観測所(既設)の避難判断水位等
(大路川流域への降雨によるはん濫)

10

1.大路川流域治水対策協議会の取組み(河川水位等の情報提供)

流域下流では、千代川
本川の水位の影響を受
ける。
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吉成(大路川0.2k)横断と各水位の関係

吉成横断(0.4k)

はん濫危険水位

避難判断水位

はん濫注意水位

水防団待機水位

はん濫危険水位

T.P.+6.30m(水位:4.5m)
避難判断水位

T.P.+5.90m(水位4.1 mm)

はん濫注意水位

T.P.+5.60m(水位:3.8m)

水防団待機水位

T.P.+5.30m(水位:3.5m)

堤防高：T.P.+9.72m(H=7.8m)
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東大路(大路川3.22k)横断と各水位の関係

東大路横断

はん濫危険水位

避難判断水位

はん濫注意水位

水防団待機水位

はん濫危険水位：T.P.+6.78m(水位:3.1m)

避難判断水位：T.P.+6.08m(水位:2.4m)

はん濫注意水位：T.P.+5.18m(水位:1.5m)

水防団待機水位：T.P.+4.68m(水位:1.0m)

堤防高：T.P.+9.46m

(H=5.7m))

《水位計の新設》
千代川の背水影響を

的確に把握

《雨量計の新設》
流域内の降雨を

的確に把握

【H25年６月運用開始】

吉成水位観測所の避難判断水位等
(千代川水位の影響によるはん濫)

若葉台雨量観測所

吉成水位観測所

【H25年６月運用開始】

東大路水位観測所

８

当水位設定は、平成26年4月以降見直し予定
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現在、大路川では東大路・吉成水位観測所の２箇所で、水位情報・監視カメラの情報配信中。

1.大路川流域治水対策協議会の取組み（河川水位等の情報提供）

大路川（吉成）における現在の水位情報（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ配信）の発信について 【H25年6月配信開始】

（監視カメラ） （水位情報：10分毎更新）

「鳥取県河川課 防災情報」で検索してください.,「鳥取県危機管理局 リアルタイム雨量・河川・道路・カメラ情報」で
検索してください.,
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河川水位情報の発信～住民の避難まで

現状の情報伝達の実態

直轄(国管理)河川
千代川

県管理河川
大路川

国交省

鳥取県

鳥取県 鳥取市

鳥取市

市民

市民

・報道機関
・トリピーメール

・その他関係機関

袋河原地点の水位に応じて情報共有

水位情報 水位情報 避難情報

避難情報

○防災無線では、サイレンも鳴らします。

水位情報

袋河原水位観測所
水位情報

東大路水位観測所
水位情報

1大路川流域治水対策協議会の取組み(避難情報伝達系統)

吉成水位観測所
水位情報

登録メールによる
連携強化（予定）



1.大路川流域治水対策協議会の取組み(防災マップ、浸水深標識)

「防災マップ作成検討委員会の状況」

H25. 6月 防災マップ作成検討委員会を設立
H25. 8月 町区長、自主防災会長への防災マップ作成説明会
H25.10月 まち歩きの実施

【今後予定】
H25.11月～H26.4月 調査情報の整理・防災マップ基本原図作成
H26.5月 美保南地区の防災マップの作成
H26.6月 町区住民への周知 （活用方法の説明・配布等）

○「避難誘導体制の確立」のため、防災マップの作成
・平成２４年度に面影地区が作成。

・平成２５年度は美保南地区で「検討委員会」を立ち上げ現在作業中。

まち歩き（フィールドワーク）等の情報整理し、来年５月に作成予定。

美保南地区作成スケジュール

○「迅速な避難誘導の確立」のため、浸水深標識の設置

○現在、各地区で水害に対する防災

マップ作成を含めて設置を検討中。

まちのなかに、
防災マップを描くイメージ

地区防災マップ

避難場所や避難経路への
浸水深標識の設置

現在の取り組み状況

洪水が起きてからでは遅く、
事前の準備が大切。

マップ記載内容が重要。

設置イメージ
(想定浸水深)

１１



1.大路川流域治水対策協議会の取組み(継続して取組むべき事項)

【ハード整備】

■ハード整備アクションプログラムに基づく、事業のフォローアップ
⇒ 各事業者によるアクションプログラムに基づく事業の促進

各事業者から住民の方への情報提供

【避難対策】

■避難意識の向上
⇒ 防災学習会などの開催促進

■避難対策として有効な河川水位等の情報提供
⇒ 水位計等の増設、適切な設定水位の見直し

■避難情報伝達系統のあり方
⇒ 地元自主防災組織との綿密な連携

■避難場所・経路の選定、避難標識の整備検討
⇒ 防災マップ作成の促進、浸水深標識等の設置促進

１２
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1.大路川流域治水対策協議会の取組み（取組みの継続とﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ）

意見及び情報交換会

県・市の水防担当

情報交換

アドバイス・助言

地元代表者

行政防災部局

医療、気象、教育、土木工学など

・美保地区

・米里地区

・河川改修事業（県）

・下水道事業（市）

・面影地区

・美保南地区

ハード整備事業者

＊出水期前後に開催

情報交換 連携

現在の「大路川治水懇談会」を
流域全体に拡張し、引き続き

情報交換をおこなう。
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２．平成25、26年度の事業概要

（全体概要については、
別紙、大路川事業概要書を参照）



現況堤防高9.02m

大路川

２．平成２６年度の主要事業（市民体育館周辺の堤防整備）

１５

現在の堤防幅
3.0m

勤労青年ホーム体育館付近

必要な堤防幅 6.0m

この箇所の堤防高の評価
は、見かけより1.13m低い
状況にある。

必要な堤防幅6.0m

3.0m
1.13m

赤：評価できる堤防
黒：現況の堤防

現 状
○大路川右岸の吉成橋～美保球場付近までの約４００mは、

堤防幅が狭く、堤防高評価が千代川の水位上昇を受ける

下流域において最も低く、はん濫の危険性が高い箇所と
なっている。

○平成26年9月4日豪雨では、千代川の水位上昇の影響を
受け、避難判断水位を超え、鳥取市から大規模な範囲に
避難勧告が発令された。

はん濫危険水位 6.3ｍ



【浸透流対策】解析による危険度判定

●パイピング破壊（パイプ状の水みちができ堤防が崩壊） イメージ図

●浸透破壊（堤防内に水が浸透して堤防が崩壊） イメージ図

《参考》 洪水による堤防決壊について

洪水による堤防の決壊には、①越水による堤防決壊、②侵食・洗掘による堤防決
壊、③浸透による堤防決壊に大別されている。
現状の大路川下流では、主に③浸透による堤防決壊の危険性があり、現在、堤防
補強の対策を実施している。

１６



【浸透流対策】解析による危険度判定《参考》 堤防決壊の被災事例 （矢部川：福岡県柳川市）

平成２４年７月九州北部豪雨の際に、矢部川においてパイピングによる堤防決壊が
発生して多大な被害が発生している。

床上浸水 ８８９戸

床下浸水 ３，１３３戸

１７



１８

6.00m

大路川

暫定整備後の堤防評価高
8.60m 

勤労青少年ホーム
体育館

２．平成２６年度の主要事業（市民体育館周辺の堤防整備）

勤労青少年ホーム体育館に
隣接する区間(約25m)の暫定整備断面

勤労青少年ホーム体育館の移転には、
期間を要することから、当該体育館隣接区間
（約２５ｍ）については暫定整備断面とし、
吉成橋～美保球場周辺の一連の堤防整備
（約４００ｍ）をおこない、治水安全度の向上を
はかる。

必要堤防高9.43m



１９

３．大路川水位設定の見直し



水位情報の見かた

3.大路川水位設定の見直し（水位情報のみかた）

水位情報を水防活動や避難
の目安としてください。

○避難判断水位等の水位設定は、危険区域内の住民の安全を確保するため、
市町村長が行う住民への避難指示・勧告や水防団への指揮・総括に対し、
その行動の目安となる水位を設定するものです。

２０



千
代
川

吉成水位観測所

(H25.6月供用)

水位情報の見かた

吉成水位観測所
の受持ち区間

【西大路橋より下流】

米里水位観測所
の受持ち区間

【西大路橋より上流】

東大路水位観測所

×

×
米里水位観測所(H2６年度供用予定)

砂田川水位観測所の新設

(H2６年度供用予定)

若葉台雨量観測所

(H25.7月供用)

吉成雨量観測所

(既設：気象庁)

×

【米里水位観測所】…水防警報等を発令する水位

【東大路水位観測所】…参考水位情報

【砂田川水位観測所】…参考水位情報

設定水位 T.P.(m) 設定値(m)
はん氾濫危険水位 9.91 2.6

避難判断水位 9.38 2.0
はん濫注意水位 9.04 1.7
水防団待機水位 8.76 1.4

ゼロ点標高 7.31 0.0

設定水位 T.P.(m) 設定値(m)
はん濫注意水位 9.36 1.9
水防団待機水位 8.54 1.1

ゼロ点標高 7.44 0.0

設定水位 T.P.(m) 設定値(m) T.P.(m) 設定値(m)

はん氾濫危険水位 6.30 4 .5 7.10 5 .3
避難判断水位 5.90 4 .1 6.50 4 .7

はん濫注意水位 5.60 3 .8 5.90 4 .1
水防団待機水位 5.30 3 .5 5.30 3 .5

ゼロ点標高 1.80 0 .0 1.80 0 .0
※市民体育館周辺の堤防整備後

清水川水位観測所

(H2６年度供用予定)

【清水川水位観測所】…参考水位情報

設定水位 T.P.(m) 設定値(m)
はん濫注意水位 3.38 1 .3
水防団待機水位 2.63 0 .6

ゼロ点標高 2.02 0 .0

設定水位 T.P.(m) 設定値(m)
はん濫注意水位 5.98 2.3
水防団待機水位 5.48 1.8

ゼロ点標高 3.68 0.0

3.大路川水位設定の見直し（平成26年度の水位設定）

【吉成水位観測所】…水防警報等を発令する水位

H26.4月供用

H26.4月供用

H26.4月供用

H26.4月以降、
警報発令は

米里観測所から

２１



２２

４．平成２５年９月４日豪雨被害等を
受けた対応



２３

４．(1)降雨、水位等の状況（吉成水位観測所の水位状況）

9/3～4豪雨による大路川の水位状況（吉成観測所）

0

1

2

3

4

5

6

7

8
20

13
/9

/3
 7

:0
0

20
13

/9
/3

 9
:0

0

2
01

3/
9/

3 
11

:0
0

2
01

3/
9/

3 
13

:0
0

2
01

3/
9/

3 
15

:0
0

2
01

3/
9/

3 
17

:0
0

2
01

3/
9/

3 
19

:0
0

2
01

3/
9/

3 
21

:0
0

2
01

3/
9/

3 
23

:0
0

20
13

/9
/4

 1
:0

0

20
13

/9
/4

 3
:0

0

20
13

/9
/4

 5
:0

0

20
13

/9
/4

 7
:0

0

20
13

/9
/4

 9
:0

0

2
01

3/
9/

4 
11

:0
0

2
01

3/
9/

4 
13

:0
0

2
01

3/
9/

4 
15

:0
0

2
01

3/
9/

4 
17

:0
0

2
01

3/
9/

4 
19

:0
0

2
01

3/
9/

4 
21

:0
0

観 測日時

観
測

水
位

[T
.P

.表
示

]（
ｍ

）

0

5

10

15

20

25

30

若
葉

台
雨

量
観

測
所

　
時

間
雨

量
（

m
m

/h
）

は ん濫危険 水位　6.3m
避難判断 水位　5.9m
はん 濫注意 水位　5.6m
水防団待 機水位 　5.3m

最大時間雨量　23mm
吉成最高水位
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千代川水位の影響有り
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若葉台観測所雨量

吉成観測所水位

袋河原観測所水位

※24時間雨量評価とした場合、
概ね10年に１度発生する

規模の降雨
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２４

４．(１)降雨、水位等の状況（東大路水位観測所の水位状況）

24時間雨量

159mm

若葉台観測所雨量

東大路観測所水位

※24時間雨量評価とした場合、
概ね10年に１度発生する

規模の降雨

9/3～4豪雨による大路川の水位状況（東大路観測所）
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水防団待機水位　3.7m

はん濫注意水位　4.2m

避難判断水位 　6.1m

はん 濫危険水位　6.8m

最大時間雨量　23mm 東大路最高水位

6.50m

千代川水位の影響有り
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避難勧告発令



市民体育館付近(14:00頃)

市民体育館付近(14:00頃) 治水緑地の越流提付近（8:30頃）

米里小学校付近(8:30頃)

２５

４．（１）降雨、水位等の状況（河川増水時の状況）



○現場パトロール
9:00 大路川治水緑地周辺パトロール

地元から仮設ポンプ要請あり
11:00 鳥取市が治水緑地上流に仮設ポンプ設置
12:50 鳥取県土整備事務所が治水緑地上流に仮設ポンプ設置

14:00 山白川、清水川周辺パトロール
18:00 治水緑地上流の仮設ポンプ停止

鳥取市
（危機管理課、都市環境課）

鳥取県
（河川課、鳥取県土整備事務所）

現場ホットライン：鳥取県防災情報システムによる水位情報等に加えて、現場パトロール結果等の情報共有を行うもの

リアルタイムな

情報共有

○排水ポンプ車の出動
15:00頃 鳥取市→鳥取県土整備事務所へ山白川に排水ポンプ車

出動要請
15:30頃 鳥取県土整備事務所が現地確認
15:37 鳥取県土整備事務所→河川課へメール要請

鳥取県土整備事務所→市都市環境課へ電話報告
16:00 鳥取河川国道事務所河原出張所から排水ポンプ車出動
17:00頃 国排水ポンプ車の現地到着

既に山白川水位が下がっており、稼働せず

○水防警報
1:00 東大路観測局で水位が水防警報（待機）越え

鳥取市→鳥取県土整備事務所へ水防団待機しない連絡
4:40 鳥取市→鳥取県土整備事務所へ樋門操作検討中の連絡
5:00 東大路観測局で水防警報（準備）発令

7:45 東大路観測局で水防警報（出動）発令
11:55 鳥取市からの情報「清水川が溢れ（箇所不明）、沿川の住民

で自主避難を始めた方がある（集落・規模不明）」
13:20 吉成観測局で水防警報（出動）発令
13:00頃 鳥取市→鳥取県土整備事務所へ今後水位見通しの照会

13:40 避難勧告

○大路川沿川のポンプ稼働
清水川排水機場

4:05 巡視開始
4:55 操作開始（ポンプ３基、除塵機、制水ゲート）

鳥取市から藻撤去作業の依頼
8:00～17:00 スクリーンの藻撤去作業

翌日3:00 操作終了

西大路排水機場、倉田排水機場、洗井川排水機場
4:40～ 6:00 巡視開始
5:05～11:25 操作開始（ポンプ、除塵機、制水ゲート）

21:00～23:00 操作終了

【課題】

現場パトロールによる情報（特に堤内地の冠水状況等）が
情報共有なされず、初動対応が十分でなかった

【今後の対応】

鳥取県土事務所及び鳥取市等の現場パトロールによる一層
の情報共有を図る

【課題】

水位観測所で水防団待機水
位を超えても、今後の水位等

の見込みから判断すべき

【今後の対応】

水位観測所で水防団待機水
位を超えた場合、鳥取市と今

後の水位等の見込みを情報
共有し、適切な対応を行う

【課題】

大路川流域のポンプ稼働状
況等の情報共有が十分でな

かった

【今後の対応】

流域のポンプ稼働状況や樋
門操作状況の情報共有、ポ

ンプ操作の一元管理を図る

４．（１）降雨、水位等の状況（現場ホットラインの検証）

２６



○護岸の嵩上げ
【課題】
清水川背後地（宅地、農地等）が浸水

【今後の対応】
清水川背後地の浸水の軽減のため、護岸の嵩上げを実施予定

（清水川排水機場～中河原橋までの区間：約３５０ｍ）
護岸嵩上げ後の内水対策（鳥取市との連携）

※清水川の流下能力を阻害する土砂の堆積については、
現地測量の結果、確認されなかった。

○藻刈り
【課題】

清水川排水機場のスクリーンに藻が詰まり、ポンプの運転に支
障をきたしている

【今後の対応】

河床に繁茂している藻を、藻刈り機により試行的に実施
（吉成南１丁目～叶１丁目地内）

来年度出水期に向け、藻刈り作業を実施予定

藻刈後

○清水川排水機場の整備
【今後の対応】
ハード整備アクションプログラムにより

排水機場設備（ポンプ、電源設備等）の更新（Ｈ２３～）

除塵機、ポンプの増設を検討（Ｈ２６～設計着手）
リアルタイム河川カメラ情報の提供（Ｈ２６～）

水位情報を提供（Ｈ２６～）

○清水川排水機場及び浸水状況
２４時間雨量が１５９mmという概ね１０年に１度発生しうる規模の
降雨が発生

清水川排水機場のポンプ３基と除塵機を稼働させていたが、排

水機場のスクリーンに流れてきた藻が詰まり、ポンプの運転に支
障をきたした

清水川排水機場～直上流の下河原橋間で越水し、背後地が浸
水した

藻撤去（１０月）

４．（２）清水川における浸水対策（課題と今後の対応）

２７



排水機場設備（ポンプ、電源設備等）の更新（Ｈ２３～）

除塵機、ポンプの増設の設計に着手（Ｈ２６～）
水位情報の提供（Ｈ２６～）

河床に繁茂している藻を、藻刈り機により試行的に実施

（吉成南１丁目～叶１丁目地内）
来年度出水期に向け、藻刈り作業を実施予定

清水川背後地の浸水を軽減させるため、護岸の嵩上げを

実施予定。（清水川排水機場～中河原橋までの区間）
護岸嵩上げ後の内水対策（鳥取市との連携）

清水川排水機場

←千代川

③護岸の嵩上げ

②藻刈り①清水川排水機場の整備

Ｎ

リアルタイム河川カメラ情報の

提供（Ｈ２６～）

浸水範囲

←清水川

例：吉成観測局ポンプ（更新前） ポンプ（更新後）

２８

４．（２）清水川における浸水対策（今後の対応）



0k200横断図

平面図

拡大図

■清水川右岸について、排水機場～中河原橋間をT.P+5.6 まで
護岸を嵩上げする計画（次期出水期までの整備完了を目標）

■嵩上げ高は、上流の宅地排水に影響が出ない範囲で決定
（最大嵩上げ高：43cm）

■護岸の嵩上げすることについては、応急的な対策として、
現状より浸水深、浸水範囲を減らす効果は見込める
（但し、昨年9月の降雨等、大きな降雨による浸水は防げない）

■抜本的な対策としては、山白川排水機場整備（工事中）、清水川
排水機場ポンプ増設などの大路川左岸流域内水対策を促進。

右岸嵩上げ範囲 L=約350m

下河原橋

中河原橋

４．（２）清水川における浸水対策（清水川右岸の護岸嵩上げ）

内水対策は
鳥取市と連携

２９



４．（３）大路川治水緑地周辺の浸水対策（治水緑地の整備目的）

■治水緑地は、市街地が拡大した大路川下流
部において、川幅の拡大が困難であることか
ら、洪水を調整（貯留）するために整備した
施設。 （平成24年6月10日供用）

■戦後最大洪水(昭和54年10月台風20号)
に相当する降雨に対して、洪水のピーク

時に、１秒間あたり60m3を貯留する機
能。

・貯留面積６．７ha
・貯留容量１７万m3

■上記降雨による洪水はん濫被害を想定
した場合、治水緑地下流の東大路～吉
成地内において約３４０戸（床上浸水約

８０戸、床下浸水約２６０戸）の浸水被
害を軽減する効果。

整備目的

機能と効果

３０



４．（３）大路川治水緑地周辺の浸水対策（平成25年9月4日の浸水状況）

東大路樋門の量水標

実績湛水位
T.P.+7.1m

(湛水面積 6.9ha)

湛水位
T.P.+7.1n 

上流域（田んぼ）での浸水状況

治水緑地

３１

大路川

砂田川放水路緊急ポンプ稼働状況

実績湛水量
約２万m3



４．（３）大路川治水緑地周辺の浸水対策（樋門操作の見直し）

大路川

砂田川

国道29号

①治水緑地下流樋門を閉める。
②治水緑地内に２万m3を貯留した後に、

東大路樋門を閉める。

３２

《対策》
■治水緑地の貯留余裕量(約2万m3)を利用し、きめ細やかな樋門操作をおこなうことで、

上流域での田んぼの浸水を軽減させる。
《樋門操作方法の見直し》
■現行

①治水緑地下流樋門を閉める。⇒ ②速やかに、東大路樋門を閉める。⇒ ③砂田川へポンプ排水する。

■変更

①治水緑地下流樋門を閉める。⇒ ②治水緑地内に２万m3を貯留（治水緑地に40cm貯留）した後に、東大路樋門を閉める。

⇒ ③砂田川へポンプ排水する。

洪水を貯留させる前に、
治水緑地上流部の内水を貯留させ、
上流域での浸水を軽減させる。

※ただし、治水計画上、治水緑地での
必要な貯留量約15万m3の貯留容量は
確保する。

③砂田川へ常設ポンプにより排水する。



４．（４）ポンプ・樋門操作の操作状況の一元管理への取組み（必要性）

《他県での事例》
■平成12年9月の東海豪雨では、排水ポンプを稼動し続けた結果、破堤し、名古屋市の庄内川で

大規模な浸水被害が発生。

《原因》
■河川の水位が高い状態で、排水ポンプを稼動し続け、 破堤に

至る要因となった。

《対策》
■河川の水位が高い場合には、内水による浸水被害が発生する

場合がありますが、ポンプを停止させる。

■大路川においも、計画流量(225ｍ3/s)のうち、約2割(40m3/s)が排水ポンプから排出される計画。
■今後、河川管理者である県が、市下水道部局等からのポンプ・樋門操作状況を一元管理する取組みをおこない、

鳥取市と連携し、治水対策をはかりたい。 ３３

破堤



３４

４．今後の取組み



５．今後の取組み（提案）

・美保地区 ・美保南地区
・米里地区 ・面影地区

大路川治水懇談会

意見交換により
事業・課題解決の方向性を

議論する場

○円滑な事業促進、課題解決に向けた大路川治水懇談会の位置付け

↑
報告

■個別の課題に対し、部会（仮称：関係地区または自治会の
集約）を設置することにより、 具体的な議論を進め、
円滑な事業促進・課題解決をはかりたい。

個別の課題
《部会設置》

個別の課題
《部会設置》

個別の課題
《部会設置》

具体の検討
↓

３５


